
空間デザイナーと
アーティストによる座談会

---- まず最初に、みなさんの自己紹介
をお願いします。
（鈴木）キュー・デザイン株式会社の

鈴木です。主に店舗の設計をしてい
ます。���� 年に開業しましたので、
�� 年程になります。
店舗設計の業種は、アパレルよりも
コスメやサービス等の女性を対象に
した店舗を設計することが多いです。
その流れで、店舗のお客様から「オ
フィスも設計してください」とご依
頼いただくこともあります。
（小野寺）オノデラヨシヒロ建築設計

室の小野寺です。建築設計全般をし

ん手がけました。
（伊東）私たちの事務所は、� 名で運

営しています。今、劔持が言ったよ
う に、様 々 な こ と を し て い ま す が、
店舗デザインが約 � 割、展示会場の
設計が � 割、残りが家電や家具など
のプロダクトデザインになります。
（ハナイ）ヒーリング・アーティスト

のハナイ・チエと申します。
絵画を通じて、みなさんの人生をラ
イフシストしています。みなさんの
人生を後押しすることを目的にして、
絵を描いています。
住宅やインテリアや空間作りは大好
きなので、今回、みなさんとご一緒
できるのを楽しみにしていました。

ております。戸建住宅から集合住宅、
オフィス、店舗等、対象は多岐に渡
りますが、基本的には室内の空間作
りですので、感覚的には同じである
と考えています。最近ではリノベー
ションのご依頼も多いです。私も鈴
木さんとほぼ同じで、�� 年以上、こ
の仕事をしています。
（劔持）SOL style という設計事務所を

伊東と一緒にしています、劔持です。
設立は ���� 年になります。
展示会場、カフェなどのインテリア
設計やプロダクトデザインをしてい
ます。
いろいろなことをやりたいので、特
に分野を特定せず、幅広くやらせて
いただいています。コロナ禍になり、
この � 年間はカフェの設計をたくさ

アートと
建築デザインの関係性

---- 今日、集まっていただいたのは、
ハナイさんだけがアーティストで、
他の4名が建築デザイナーになりま
す。ハナイさんは、百貨店などで個
展をされていますが、その時、空間
設計は気にされますか？
（ハナイ）百貨店で展示をさせていた

だくことが最近は多いのですが、な
るべく自分から意見を言うようにし
ています。「ここに什器を置かせてく
ださい」とお願いしたりしています。
できるだけ、展示会がお客様の目に
入るようにしています。
どこかで学んだわけではないのです
が、自然と、空間についても考える
ようになりました。

よね。設計した空間内で、相互に影
響を与え、しかも、お互いが余地を
残し、バランスを保つことができる
からです。
（ハナイ）カフェやレストランの場合、

そういった作品を飾ることで、「心地
よさ」や「気持ち良さ」をお客様に
与えることができると思うので、私
も相性が良いと思います。
（小野寺）おっしゃることはよくわか

ります。「よくわからないけど、心地
いいよね」と感じることがたまにあ
りますよね。
その感覚を演出することが、空間設計
では可能だと思っているので、私も、
設計の中で、さりげなく、そういう要
素を詰め込むようにしています。
（伊東）アートと建築ということで言

えば、少し変わった美容室を設計し
たことがあります。
ひと月毎に展示されているアーティ
ストの作品が入れ替わる美容室です。
お客様は、髪を切るために美容室に
毎月来店されますが、普通、内装は
ほとんど変わらないですよね？　そ
こで、アーティストのギャラリーも
兼ねる美容室にしてみました。作家
さん達もそこで作品を展示すること
ができるので、お互いにメリットが

---- 逆に、設計デザイナーのみなさん
は、空間デザインでアートを使う場
面はありますか？

（劔持）店舗設計の時に、作家さんに
描いていただくことは予算の関係で
なかなか難しいのですが、イラスト
レーターの方にお願いして、絵を描
いていただいたことはあります。
（鈴木）飲食店の設計で、壁画を描い

ていただいたことがあります。
メンズのアパレルブランドで、スト
リートアートを描いてもらったこと
もありますね。そういう時は、店舗
デザインの方向性と合わせないとい
けないので、アーティストさんと相
談しながら、一緒になって空間をデ
ザインします。
（小野寺）アーティストの作品と空間

デザインの相性は、非常に良いです

あります。スペースの有効活用になっ
ているわけです。
お客様にとっては、自分の髪型を一
新することと同時に、空間の変化を
感じることができます。
（小野寺）建築デザインでは、天井高

が ��cm 違うだけで、人の感じ方が
かなり変わります。同じように、壁
にアートの作品があるかないかでも、
かなり印象が違うでしょう。
そういうことを総合的に考えると、
アートを活用することで、建築デザ
インの可能性はさらに広がると思い
ます。
（伊東）近年、住宅事情が変化してきて、

人とアートとの関わり方にも変化が現
れていると思います。
昔はアートを飾っている人は、お金を
持っていて、大きな家に住んでいる人
でした。一軒家なので、季節ごとに飾
る絵を変えることができました。
しかし、今は、そういう富裕層の人は、
仕事の関係で都市部に住まないとい
けなくなり、多くはマンションに住
むようになりました。
そうすると、作品を保管する場所が
ありません。そのため、アートを入
れ替える文化がなくなってしまいま
した。気に入った作品を � つか � つ
だけ持つようになったのです。
住宅事情の変化がアートにもたらし
た影響は大きいと思います。

デザインの役割とは？

---- 今回の展示は「デザインファース

を理解していただくようにしていま
す。
設計者は、どのようにすれば問題が
解決するのかを、固定観念を外して、
設計します。
しかし、クライアントさんはそうで
はありません。固定観念を持ってお
られる場合もあります。そこを、ど
のようにして擦り合わせていくかが
大事だと思います。
（劔持）クライアント様が企業である

場合、関係者が多くなり、様々な意
見が出ます。そこで空間デザイナー
は、一緒になって、意見をまとめて、
解決する役割も求められます。
以前、工場の食堂をラウンジスペー
スとしても生かせないかというご依
頼をいただいたのですが、あるアイ
ディアに対して、古くからお勤めさ
れている方から反対意見が出て、そ
れをうまくまとめる必要がでてきま
し た。そ の 時 に は、一 緒 に な っ て、
どうすればお互いが納得できる案が
できるかをお客様と一緒になって考
えました。
（伊東）私 た ち は、最 初 の 段 階 で、

ト」をキーワードにしています。
空間デザイナーのみなさんは、クラ
イアントさんから依頼があって、設
計をするわけですが、クライアント
さんはデザインにどのくらいこだわ
りを持っていらっしゃるのでしょう
か？
（鈴木）クライアント様によって、か

なり違います。「全ておまかせします」
という方もいらっしゃいますし、細
かい部分までこだわりを持っておら
れる方もいます。
私の場合、店舗デザインの時は「こ
ういうふうにすると、お客様が喜び
ますよ」となるべくデザインのご提
案をするようにしています。
（小野寺）「デザイン」と一言で言っ

ても、その意味する領域は非常に広
いと思います。
単純に「見た目がかっこいい」とい
う見た目のことだけではありません。
デ ザ イ ン は、何 か の 問 題 に 対 し て、
解決していくものだと思うんです。
それは普遍的な当たり前のことで、
私は、そういったことを、クライア
ントさんに詳しく説明して、その点

私たちは目に触れるもの全てを「デザイン」という言葉に置き換え、評価しています。
そこで、今回、キーワードを「デザインファースト」としたプロジェクトを発足させました。
商業空間・オフィスの未来を考えると、人のライフサイクルに深く関わりのあることが分かります。外的要因
による変革であってもこれを契機と捉え、本イベントを通して、積極的に情報発信してまいります。
会期中には、設計・デザイン会社やアーティストが参加するブースを設置する予定です。
このプロジェクト参加者による座談会の様子をご紹介します。

いくつかの案をクライアント様に提
示 す る よ う に し て い ま す。そ し て、
選んでいただいたプランをもとにヒ
アリングするという手順をとってい
ます。そうすれば、設計をやり直す
ことはほとんどないですね。
（劔持）オーナーさんのイメージをク

リアにしていく作業ですね。
（伊東）「デザインはわからないので、

まかせる」とおっしゃっていただく
ことがあります。
しかし、実際には、そこには仕事で
おこなう活動がリアルにあるわけで
すから、仕事のやり方には色々ご意
見があると思います。ですので、そ
のプランを元にして、ご意見・要望
を理解するようにしています。
（小野寺）確かに、僕もクライアント

さんのご要望がよくわからないとき
は、異なるプランをいくつか作って
提示しますね。そうすると、お客様
の嗜好がよくわかります。
（伊東）弊社の場合は、「Fun & Function 

& One Challenge」というキーワード
で設計デザインをしています。「Fun」
は「居心地がいい」「楽しい」「気持
ちがポジティブになる」というよう
な意味です。
加えて、デザイン的に新しい要素を
一つ入れるようにしています。それ
が、「One Challenge」です。

「Function」は、主に動線になるので
すが。空間に必要なものは「面白い」

「安らぐ」というだけではありません。
実際に人がどのように動いて、何を
するのか、そういった機能的な点も

必ずご要望として出てくるからです。
それ抜きでデザイン提案ができない
くらいになったと思います。
アパレル業界ではかなり前からそう
いう意識がありましたけど、今はそ
れが他の業界にも広がっていると思
います。
（小野寺）業界によって、普及するま

でに、タイムラグがありましたよね。
（伊東）ファッション業界は即時的な

んですよね。商品である服の寿命が
長くて � 年、通常は �～� 年でトレン
ドが変わっていきます。
建築・インテリアは長いと ���～���
年で、短くても �� 年の寿命があるの
で、全く違います。
（小野寺）建築業界はそういうトレン

ドの影響が遅いですよね。着目する
のは早いのだけれども、それが業界
の中で浸透するまでには時間がかか
ります。
建築業界である程度のスタンダード
ができて、それが熟成されるまでに
時間がかかります。世の中に提案し
た時にはなかなか受け入れられなく
て、受け入れられるまで待つしかあ
りません。それは SDGs だけではなく
て、色々なトレンドも同じだと思い
ます。
---- 今日はお忙しい中、お集まりいた
だきありがとうございました。今後
も引き続きよろしくお願いします。

充分に考慮します。機能的なところ
を と こ と ん 詰 め て い く こ と で、

「FUN」も際立つことができます。
（ハナイ）私 が Soul Design Art で、
「デザイン」と使っているのも同じだ

と思います。
私も、デザインは問題解決の手段と
して考えています。その人が人生を
クリエイトしていくときの橋渡しと
して捉えているんです。
今回の展示では、今日お話しいただ
いたような、アートと空間デザイン
に対する新しい考え方を提示できる
かもしれませんね。
---- 最近注目されているSDGsにつ
いては、いかがでしょうか？
（伊東）デザイン業界・建築業界では、

すっかり SDGs が基本になりました。
弊社では建材開発もしていますが、
SDGs いうワードを入れた製品にしな
いといけない状況になっています。
クライアント様からは SDGs の要素が

　 　 　「 ア ー ト 」 × 「 建 築 」

デザインの可能性
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（小野寺）「デザイン」と一言で言っ

ても、その意味する領域は非常に広
いと思います。
単純に「見た目がかっこいい」とい
う見た目のことだけではありません。
デ ザ イ ン は、何 か の 問 題 に 対 し て、
解決していくものだと思うんです。
それは普遍的な当たり前のことで、
私は、そういったことを、クライア
ントさんに詳しく説明して、その点

いくつかの案をクライアント様に提
示 す る よ う に し て い ま す。そ し て、
選んでいただいたプランをもとにヒ
アリングするという手順をとってい
ます。そうすれば、設計をやり直す
ことはほとんどないですね。
（劔持）オーナーさんのイメージをク

リアにしていく作業ですね。
（伊東）「デザインはわからないので、

まかせる」とおっしゃっていただく
ことがあります。
しかし、実際には、そこには仕事で
おこなう活動がリアルにあるわけで
すから、仕事のやり方には色々ご意
見があると思います。ですので、そ
のプランを元にして、ご意見・要望
を理解するようにしています。
（小野寺）確かに、僕もクライアント

さんのご要望がよくわからないとき
は、異なるプランをいくつか作って
提示しますね。そうすると、お客様
の嗜好がよくわかります。
（伊東）弊社の場合は、「Fun & Function 

& One Challenge」というキーワード
で設計デザインをしています。「Fun」
は「居心地がいい」「楽しい」「気持
ちがポジティブになる」というよう
な意味です。
加えて、デザイン的に新しい要素を
一つ入れるようにしています。それ
が、「One Challenge」です。

「Function」は、主に動線になるので
すが。空間に必要なものは「面白い」

「安らぐ」というだけではありません。
実際に人がどのように動いて、何を
するのか、そういった機能的な点も

必ずご要望として出てくるからです。
それ抜きでデザイン提案ができない
くらいになったと思います。
アパレル業界ではかなり前からそう
いう意識がありましたけど、今はそ
れが他の業界にも広がっていると思
います。
（小野寺）業界によって、普及するま

でに、タイムラグがありましたよね。
（伊東）ファッション業界は即時的な

んですよね。商品である服の寿命が
長くて � 年、通常は �～� 年でトレン
ドが変わっていきます。
建築・インテリアは長いと ���～���
年で、短くても �� 年の寿命があるの
で、全く違います。
（小野寺）建築業界はそういうトレン

ドの影響が遅いですよね。着目する
のは早いのだけれども、それが業界
の中で浸透するまでには時間がかか
ります。
建築業界である程度のスタンダード
ができて、それが熟成されるまでに
時間がかかります。世の中に提案し
た時にはなかなか受け入れられなく
て、受け入れられるまで待つしかあ
りません。それは SDGs だけではなく
て、色々なトレンドも同じだと思い
ます。
---- 今日はお忙しい中、お集まりいた
だきありがとうございました。今後
も引き続きよろしくお願いします。

充分に考慮します。機能的なところ
を と こ と ん 詰 め て い く こ と で、

「FUN」も際立つことができます。
（ハナイ）私 が Soul Design Art で、
「デザイン」と使っているのも同じだ

と思います。
私も、デザインは問題解決の手段と
して考えています。その人が人生を
クリエイトしていくときの橋渡しと
して捉えているんです。
今回の展示では、今日お話しいただ
いたような、アートと空間デザイン
に対する新しい考え方を提示できる
かもしれませんね。
---- 最近注目されているSDGsにつ
いては、いかがでしょうか？
（伊東）デザイン業界・建築業界では、

すっかり SDGs が基本になりました。
弊社では建材開発もしていますが、
SDGs いうワードを入れた製品にしな
いといけない状況になっています。
クライアント様からは SDGs の要素が

一級建築士事務所
オノデラヨシヒロ建築設計室
代表　小野寺 義博
＜事業内容＞
建築の企画・設計・監理
（住宅・集合住宅・商業施設・医療施設、
福祉施設、店舗内装等）
リフォーム、リノベーションの企画・設計・監理
CM分離発注方式による建築施工



空間デザイナーと
アーティストによる座談会

---- まず最初に、みなさんの自己紹介
をお願いします。
（鈴木）キュー・デザイン株式会社の

鈴木です。主に店舗の設計をしてい
ます。���� 年に開業しましたので、
�� 年程になります。
店舗設計の業種は、アパレルよりも
コスメやサービス等の女性を対象に
した店舗を設計することが多いです。
その流れで、店舗のお客様から「オ
フィスも設計してください」とご依
頼いただくこともあります。
（小野寺）オノデラヨシヒロ建築設計

室の小野寺です。建築設計全般をし

ん手がけました。
（伊東）私たちの事務所は、� 名で運

営しています。今、劔持が言ったよ
う に、様 々 な こ と を し て い ま す が、
店舗デザインが約 � 割、展示会場の
設計が � 割、残りが家電や家具など
のプロダクトデザインになります。
（ハナイ）ヒーリング・アーティスト

のハナイ・チエと申します。
絵画を通じて、みなさんの人生をラ
イフシストしています。みなさんの
人生を後押しすることを目的にして、
絵を描いています。
住宅やインテリアや空間作りは大好
きなので、今回、みなさんとご一緒
できるのを楽しみにしていました。

ております。戸建住宅から集合住宅、
オフィス、店舗等、対象は多岐に渡
りますが、基本的には室内の空間作
りですので、感覚的には同じである
と考えています。最近ではリノベー
ションのご依頼も多いです。私も鈴
木さんとほぼ同じで、�� 年以上、こ
の仕事をしています。
（劔持）SOL style という設計事務所を

伊東と一緒にしています、劔持です。
設立は ���� 年になります。
展示会場、カフェなどのインテリア
設計やプロダクトデザインをしてい
ます。
いろいろなことをやりたいので、特
に分野を特定せず、幅広くやらせて
いただいています。コロナ禍になり、
この � 年間はカフェの設計をたくさ

アートと
建築デザインの関係性

---- 今日、集まっていただいたのは、
ハナイさんだけがアーティストで、
他の4名が建築デザイナーになりま
す。ハナイさんは、百貨店などで個
展をされていますが、その時、空間
設計は気にされますか？
（ハナイ）百貨店で展示をさせていた

だくことが最近は多いのですが、な
るべく自分から意見を言うようにし
ています。「ここに什器を置かせてく
ださい」とお願いしたりしています。
できるだけ、展示会がお客様の目に
入るようにしています。
どこかで学んだわけではないのです
が、自然と、空間についても考える
ようになりました。

よね。設計した空間内で、相互に影
響を与え、しかも、お互いが余地を
残し、バランスを保つことができる
からです。
（ハナイ）カフェやレストランの場合、

そういった作品を飾ることで、「心地
よさ」や「気持ち良さ」をお客様に
与えることができると思うので、私
も相性が良いと思います。
（小野寺）おっしゃることはよくわか

ります。「よくわからないけど、心地
いいよね」と感じることがたまにあ
りますよね。
その感覚を演出することが、空間設計
では可能だと思っているので、私も、
設計の中で、さりげなく、そういう要
素を詰め込むようにしています。
（伊東）アートと建築ということで言

えば、少し変わった美容室を設計し
たことがあります。
ひと月毎に展示されているアーティ
ストの作品が入れ替わる美容室です。
お客様は、髪を切るために美容室に
毎月来店されますが、普通、内装は
ほとんど変わらないですよね？　そ
こで、アーティストのギャラリーも
兼ねる美容室にしてみました。作家
さん達もそこで作品を展示すること
ができるので、お互いにメリットが

---- 逆に、設計デザイナーのみなさん
は、空間デザインでアートを使う場
面はありますか？

（劔持）店舗設計の時に、作家さんに
描いていただくことは予算の関係で
なかなか難しいのですが、イラスト
レーターの方にお願いして、絵を描
いていただいたことはあります。
（鈴木）飲食店の設計で、壁画を描い

ていただいたことがあります。
メンズのアパレルブランドで、スト
リートアートを描いてもらったこと
もありますね。そういう時は、店舗
デザインの方向性と合わせないとい
けないので、アーティストさんと相
談しながら、一緒になって空間をデ
ザインします。
（小野寺）アーティストの作品と空間

デザインの相性は、非常に良いです

あります。スペースの有効活用になっ
ているわけです。
お客様にとっては、自分の髪型を一
新することと同時に、空間の変化を
感じることができます。
（小野寺）建築デザインでは、天井高

が ��cm 違うだけで、人の感じ方が
かなり変わります。同じように、壁
にアートの作品があるかないかでも、
かなり印象が違うでしょう。
そういうことを総合的に考えると、
アートを活用することで、建築デザ
インの可能性はさらに広がると思い
ます。
（伊東）近年、住宅事情が変化してきて、

人とアートとの関わり方にも変化が現
れていると思います。
昔はアートを飾っている人は、お金を
持っていて、大きな家に住んでいる人
でした。一軒家なので、季節ごとに飾
る絵を変えることができました。
しかし、今は、そういう富裕層の人は、
仕事の関係で都市部に住まないとい
けなくなり、多くはマンションに住
むようになりました。
そうすると、作品を保管する場所が
ありません。そのため、アートを入
れ替える文化がなくなってしまいま
した。気に入った作品を � つか � つ
だけ持つようになったのです。
住宅事情の変化がアートにもたらし
た影響は大きいと思います。

デザインの役割とは？

---- 今回の展示は「デザインファース

を理解していただくようにしていま
す。
設計者は、どのようにすれば問題が
解決するのかを、固定観念を外して、
設計します。
しかし、クライアントさんはそうで
はありません。固定観念を持ってお
られる場合もあります。そこを、ど
のようにして擦り合わせていくかが
大事だと思います。
（劔持）クライアント様が企業である

場合、関係者が多くなり、様々な意
見が出ます。そこで空間デザイナー
は、一緒になって、意見をまとめて、
解決する役割も求められます。
以前、工場の食堂をラウンジスペー
スとしても生かせないかというご依
頼をいただいたのですが、あるアイ
ディアに対して、古くからお勤めさ
れている方から反対意見が出て、そ
れをうまくまとめる必要がでてきま
し た。そ の 時 に は、一 緒 に な っ て、
どうすればお互いが納得できる案が
できるかをお客様と一緒になって考
えました。
（伊東）私 た ち は、最 初 の 段 階 で、

ト」をキーワードにしています。
空間デザイナーのみなさんは、クラ
イアントさんから依頼があって、設
計をするわけですが、クライアント
さんはデザインにどのくらいこだわ
りを持っていらっしゃるのでしょう
か？
（鈴木）クライアント様によって、か

なり違います。「全ておまかせします」
という方もいらっしゃいますし、細
かい部分までこだわりを持っておら
れる方もいます。
私の場合、店舗デザインの時は「こ
ういうふうにすると、お客様が喜び
ますよ」となるべくデザインのご提
案をするようにしています。
（小野寺）「デザイン」と一言で言っ

ても、その意味する領域は非常に広
いと思います。
単純に「見た目がかっこいい」とい
う見た目のことだけではありません。
デ ザ イ ン は、何 か の 問 題 に 対 し て、
解決していくものだと思うんです。
それは普遍的な当たり前のことで、
私は、そういったことを、クライア
ントさんに詳しく説明して、その点

いくつかの案をクライアント様に提
示 す る よ う に し て い ま す。そ し て、
選んでいただいたプランをもとにヒ
アリングするという手順をとってい
ます。そうすれば、設計をやり直す
ことはほとんどないですね。
（劔持）オーナーさんのイメージをク

リアにしていく作業ですね。
（伊東）「デザインはわからないので、

まかせる」とおっしゃっていただく
ことがあります。
しかし、実際には、そこには仕事で
おこなう活動がリアルにあるわけで
すから、仕事のやり方には色々ご意
見があると思います。ですので、そ
のプランを元にして、ご意見・要望
を理解するようにしています。
（小野寺）確かに、僕もクライアント

さんのご要望がよくわからないとき
は、異なるプランをいくつか作って
提示しますね。そうすると、お客様
の嗜好がよくわかります。
（伊東）弊社の場合は、「Fun & Function 

& One Challenge」というキーワード
で設計デザインをしています。「Fun」
は「居心地がいい」「楽しい」「気持
ちがポジティブになる」というよう
な意味です。
加えて、デザイン的に新しい要素を
一つ入れるようにしています。それ
が、「One Challenge」です。

「Function」は、主に動線になるので
すが。空間に必要なものは「面白い」

「安らぐ」というだけではありません。
実際に人がどのように動いて、何を
するのか、そういった機能的な点も

必ずご要望として出てくるからです。
それ抜きでデザイン提案ができない
くらいになったと思います。
アパレル業界ではかなり前からそう
いう意識がありましたけど、今はそ
れが他の業界にも広がっていると思
います。
（小野寺）業界によって、普及するま

でに、タイムラグがありましたよね。
（伊東）ファッション業界は即時的な

んですよね。商品である服の寿命が
長くて � 年、通常は �～� 年でトレン
ドが変わっていきます。
建築・インテリアは長いと ���～���
年で、短くても �� 年の寿命があるの
で、全く違います。
（小野寺）建築業界はそういうトレン

ドの影響が遅いですよね。着目する
のは早いのだけれども、それが業界
の中で浸透するまでには時間がかか
ります。
建築業界である程度のスタンダード
ができて、それが熟成されるまでに
時間がかかります。世の中に提案し
た時にはなかなか受け入れられなく
て、受け入れられるまで待つしかあ
りません。それは SDGs だけではなく
て、色々なトレンドも同じだと思い
ます。
---- 今日はお忙しい中、お集まりいた
だきありがとうございました。今後
も引き続きよろしくお願いします。

充分に考慮します。機能的なところ
を と こ と ん 詰 め て い く こ と で、

「FUN」も際立つことができます。
（ハナイ）私 が Soul Design Art で、
「デザイン」と使っているのも同じだ

と思います。
私も、デザインは問題解決の手段と
して考えています。その人が人生を
クリエイトしていくときの橋渡しと
して捉えているんです。
今回の展示では、今日お話しいただ
いたような、アートと空間デザイン
に対する新しい考え方を提示できる
かもしれませんね。
---- 最近注目されているSDGsにつ
いては、いかがでしょうか？
（伊東）デザイン業界・建築業界では、

すっかり SDGs が基本になりました。
弊社では建材開発もしていますが、
SDGs いうワードを入れた製品にしな
いといけない状況になっています。
クライアント様からは SDGs の要素が

SOL style
代表 伊東 裕
代表 劔持 良美
＜事業内容＞
国内外問わず、飲食店・オフィス・物販店等
インテリアデザインをメインに、creative 
direction、店舗コンセプトからのブランディングデザイン、
プロダクト開発、展示会企画まで。
（建築、住宅・店舗等インテリアデザイン、V.I.・C.I.デザイン）

キュー・デザイン株式会社
代表取締役 鈴木 梓

＜事業内容＞
店舗設計、インテリアデザイン、
設計監理及びそれらに関わる一切の業務



空間デザイナーと
アーティストによる座談会

---- まず最初に、みなさんの自己紹介
をお願いします。
（鈴木）キュー・デザイン株式会社の

鈴木です。主に店舗の設計をしてい
ます。���� 年に開業しましたので、
�� 年程になります。
店舗設計の業種は、アパレルよりも
コスメやサービス等の女性を対象に
した店舗を設計することが多いです。
その流れで、店舗のお客様から「オ
フィスも設計してください」とご依
頼いただくこともあります。
（小野寺）オノデラヨシヒロ建築設計

室の小野寺です。建築設計全般をし

ん手がけました。
（伊東）私たちの事務所は、� 名で運

営しています。今、劔持が言ったよ
う に、様 々 な こ と を し て い ま す が、
店舗デザインが約 � 割、展示会場の
設計が � 割、残りが家電や家具など
のプロダクトデザインになります。
（ハナイ）ヒーリング・アーティスト

のハナイ・チエと申します。
絵画を通じて、みなさんの人生をラ
イフシストしています。みなさんの
人生を後押しすることを目的にして、
絵を描いています。
住宅やインテリアや空間作りは大好
きなので、今回、みなさんとご一緒
できるのを楽しみにしていました。

ております。戸建住宅から集合住宅、
オフィス、店舗等、対象は多岐に渡
りますが、基本的には室内の空間作
りですので、感覚的には同じである
と考えています。最近ではリノベー
ションのご依頼も多いです。私も鈴
木さんとほぼ同じで、�� 年以上、こ
の仕事をしています。
（劔持）SOL style という設計事務所を

伊東と一緒にしています、劔持です。
設立は ���� 年になります。
展示会場、カフェなどのインテリア
設計やプロダクトデザインをしてい
ます。
いろいろなことをやりたいので、特
に分野を特定せず、幅広くやらせて
いただいています。コロナ禍になり、
この � 年間はカフェの設計をたくさ

アートと
建築デザインの関係性

---- 今日、集まっていただいたのは、
ハナイさんだけがアーティストで、
他の4名が建築デザイナーになりま
す。ハナイさんは、百貨店などで個
展をされていますが、その時、空間
設計は気にされますか？
（ハナイ）百貨店で展示をさせていた

だくことが最近は多いのですが、な
るべく自分から意見を言うようにし
ています。「ここに什器を置かせてく
ださい」とお願いしたりしています。
できるだけ、展示会がお客様の目に
入るようにしています。
どこかで学んだわけではないのです
が、自然と、空間についても考える
ようになりました。

よね。設計した空間内で、相互に影
響を与え、しかも、お互いが余地を
残し、バランスを保つことができる
からです。
（ハナイ）カフェやレストランの場合、

そういった作品を飾ることで、「心地
よさ」や「気持ち良さ」をお客様に
与えることができると思うので、私
も相性が良いと思います。
（小野寺）おっしゃることはよくわか

ります。「よくわからないけど、心地
いいよね」と感じることがたまにあ
りますよね。
その感覚を演出することが、空間設計
では可能だと思っているので、私も、
設計の中で、さりげなく、そういう要
素を詰め込むようにしています。
（伊東）アートと建築ということで言

えば、少し変わった美容室を設計し
たことがあります。
ひと月毎に展示されているアーティ
ストの作品が入れ替わる美容室です。
お客様は、髪を切るために美容室に
毎月来店されますが、普通、内装は
ほとんど変わらないですよね？　そ
こで、アーティストのギャラリーも
兼ねる美容室にしてみました。作家
さん達もそこで作品を展示すること
ができるので、お互いにメリットが

---- 逆に、設計デザイナーのみなさん
は、空間デザインでアートを使う場
面はありますか？

（劔持）店舗設計の時に、作家さんに
描いていただくことは予算の関係で
なかなか難しいのですが、イラスト
レーターの方にお願いして、絵を描
いていただいたことはあります。
（鈴木）飲食店の設計で、壁画を描い

ていただいたことがあります。
メンズのアパレルブランドで、スト
リートアートを描いてもらったこと
もありますね。そういう時は、店舗
デザインの方向性と合わせないとい
けないので、アーティストさんと相
談しながら、一緒になって空間をデ
ザインします。
（小野寺）アーティストの作品と空間

デザインの相性は、非常に良いです

あります。スペースの有効活用になっ
ているわけです。
お客様にとっては、自分の髪型を一
新することと同時に、空間の変化を
感じることができます。
（小野寺）建築デザインでは、天井高

が ��cm 違うだけで、人の感じ方が
かなり変わります。同じように、壁
にアートの作品があるかないかでも、
かなり印象が違うでしょう。
そういうことを総合的に考えると、
アートを活用することで、建築デザ
インの可能性はさらに広がると思い
ます。
（伊東）近年、住宅事情が変化してきて、

人とアートとの関わり方にも変化が現
れていると思います。
昔はアートを飾っている人は、お金を
持っていて、大きな家に住んでいる人
でした。一軒家なので、季節ごとに飾
る絵を変えることができました。
しかし、今は、そういう富裕層の人は、
仕事の関係で都市部に住まないとい
けなくなり、多くはマンションに住
むようになりました。
そうすると、作品を保管する場所が
ありません。そのため、アートを入
れ替える文化がなくなってしまいま
した。気に入った作品を � つか � つ
だけ持つようになったのです。
住宅事情の変化がアートにもたらし
た影響は大きいと思います。

デザインの役割とは？

---- 今回の展示は「デザインファース

を理解していただくようにしていま
す。
設計者は、どのようにすれば問題が
解決するのかを、固定観念を外して、
設計します。
しかし、クライアントさんはそうで
はありません。固定観念を持ってお
られる場合もあります。そこを、ど
のようにして擦り合わせていくかが
大事だと思います。
（劔持）クライアント様が企業である

場合、関係者が多くなり、様々な意
見が出ます。そこで空間デザイナー
は、一緒になって、意見をまとめて、
解決する役割も求められます。
以前、工場の食堂をラウンジスペー
スとしても生かせないかというご依
頼をいただいたのですが、あるアイ
ディアに対して、古くからお勤めさ
れている方から反対意見が出て、そ
れをうまくまとめる必要がでてきま
し た。そ の 時 に は、一 緒 に な っ て、
どうすればお互いが納得できる案が
できるかをお客様と一緒になって考
えました。
（伊東）私 た ち は、最 初 の 段 階 で、

ト」をキーワードにしています。
空間デザイナーのみなさんは、クラ
イアントさんから依頼があって、設
計をするわけですが、クライアント
さんはデザインにどのくらいこだわ
りを持っていらっしゃるのでしょう
か？
（鈴木）クライアント様によって、か

なり違います。「全ておまかせします」
という方もいらっしゃいますし、細
かい部分までこだわりを持っておら
れる方もいます。
私の場合、店舗デザインの時は「こ
ういうふうにすると、お客様が喜び
ますよ」となるべくデザインのご提
案をするようにしています。
（小野寺）「デザイン」と一言で言っ

ても、その意味する領域は非常に広
いと思います。
単純に「見た目がかっこいい」とい
う見た目のことだけではありません。
デ ザ イ ン は、何 か の 問 題 に 対 し て、
解決していくものだと思うんです。
それは普遍的な当たり前のことで、
私は、そういったことを、クライア
ントさんに詳しく説明して、その点

いくつかの案をクライアント様に提
示 す る よ う に し て い ま す。そ し て、
選んでいただいたプランをもとにヒ
アリングするという手順をとってい
ます。そうすれば、設計をやり直す
ことはほとんどないですね。
（劔持）オーナーさんのイメージをク

リアにしていく作業ですね。
（伊東）「デザインはわからないので、

まかせる」とおっしゃっていただく
ことがあります。
しかし、実際には、そこには仕事で
おこなう活動がリアルにあるわけで
すから、仕事のやり方には色々ご意
見があると思います。ですので、そ
のプランを元にして、ご意見・要望
を理解するようにしています。
（小野寺）確かに、僕もクライアント

さんのご要望がよくわからないとき
は、異なるプランをいくつか作って
提示しますね。そうすると、お客様
の嗜好がよくわかります。
（伊東）弊社の場合は、「Fun & Function 

& One Challenge」というキーワード
で設計デザインをしています。「Fun」
は「居心地がいい」「楽しい」「気持
ちがポジティブになる」というよう
な意味です。
加えて、デザイン的に新しい要素を
一つ入れるようにしています。それ
が、「One Challenge」です。

「Function」は、主に動線になるので
すが。空間に必要なものは「面白い」

「安らぐ」というだけではありません。
実際に人がどのように動いて、何を
するのか、そういった機能的な点も

必ずご要望として出てくるからです。
それ抜きでデザイン提案ができない
くらいになったと思います。
アパレル業界ではかなり前からそう
いう意識がありましたけど、今はそ
れが他の業界にも広がっていると思
います。
（小野寺）業界によって、普及するま

でに、タイムラグがありましたよね。
（伊東）ファッション業界は即時的な

んですよね。商品である服の寿命が
長くて � 年、通常は �～� 年でトレン
ドが変わっていきます。
建築・インテリアは長いと ���～���
年で、短くても �� 年の寿命があるの
で、全く違います。
（小野寺）建築業界はそういうトレン

ドの影響が遅いですよね。着目する
のは早いのだけれども、それが業界
の中で浸透するまでには時間がかか
ります。
建築業界である程度のスタンダード
ができて、それが熟成されるまでに
時間がかかります。世の中に提案し
た時にはなかなか受け入れられなく
て、受け入れられるまで待つしかあ
りません。それは SDGs だけではなく
て、色々なトレンドも同じだと思い
ます。
---- 今日はお忙しい中、お集まりいた
だきありがとうございました。今後
も引き続きよろしくお願いします。

充分に考慮します。機能的なところ
を と こ と ん 詰 め て い く こ と で、

「FUN」も際立つことができます。
（ハナイ）私 が Soul Design Art で、
「デザイン」と使っているのも同じだ

と思います。
私も、デザインは問題解決の手段と
して考えています。その人が人生を
クリエイトしていくときの橋渡しと
して捉えているんです。
今回の展示では、今日お話しいただ
いたような、アートと空間デザイン
に対する新しい考え方を提示できる
かもしれませんね。
---- 最近注目されているSDGsにつ
いては、いかがでしょうか？
（伊東）デザイン業界・建築業界では、

すっかり SDGs が基本になりました。
弊社では建材開発もしていますが、
SDGs いうワードを入れた製品にしな
いといけない状況になっています。
クライアント様からは SDGs の要素が

Soul Design Art®  
ヒーリングアーティスト・画家
ハナイ・チエ
＜作品の特徴＞
ハナイ・チエの独自の手法 ノンドミナントハンドにて
描いている現代アート・アートジュエリー。
普段使わない身体や潜在意識にアクセスしながら、
万物全て、うちなる宇宙から多次元にシンクロし、自己
の可能性を拡大し時間軸を超え宇宙フィールドから
のエネルギーを１枚の絵に描きだしています。


